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. める施策を施し，健全な皮膜を得るための指針を明らかにしたものである。本論文は 8 章から構成されている。
第 1 章では減圧プラズマ溶射に関する現在までの研究動向と，本研究の必要性ならびに本研究の概要について述べ
ている。








組さ Ra が 2μm 以下のとき，その効果は顕著であることを示している。さらにそれは，陰極点の走査によって基材表
面に形成された突起が皮膜に埋め込まれ，アンカー効果を生ずるためであることを見出している。
第 5 章では，減圧プラズマ溶射法の信頼性向上を目的として，プラズマフレーム予熱が溶射された材料のクリープ
特性に及ぽす影響について論じている。 Ni 基超合金 Mar-M247 を基材とし， CoCrAlY 合金を溶射被覆した材料のク
リープ特性は，予熱温度を1073""'1173 K とすることにより母材並みに確保される。一方， 1473""'1573 K に予熱された
材料ではクリープ特性は大幅に低下するが，これは WC の熱分解に起因する局部溶融現象によることを示している。
第 6 章では前章までに得られた知見に基づき，今後の高温材料として期待されている TiAl 金属間化合物粉末を減
圧プラズマ、溶射し，その材料特性について論じている。減圧プラズマ溶射 TiAl 皮膜は層状で徽密な組織を呈し結晶粒
径は90 nm と極めて微細であることを示している。 TiAl 皮膜の常温硬さは TiAl バルク材の 2 倍以上の589 Hv，高温
硬さは1073 K まで400 Hv を超える値を有し， 973 K までの高温に保持した場合も皮膜硬さはほとんど変化せず，優れ
た高温材料特性を有することを明らかにしている。
第 7 章では，減圧プラズマ溶射による窒化物分散型 TiAl 複合皮膜の形成を目的として，窒素キャリアガスを用いた
反応溶射を行い，窒化物 Ti2AIN の生成挙動と皮膜組織形態および材料特性について論じている。 TiAl 窒素反応溶射





























(5) 以上の知見に基づき， TiAl 金属間化合物粉末を減圧プラズマ溶射し， TiAl バルク材と比較して優れた高温材料特
性を有する TiAl 溶射皮膜が得られることを見出している。さらに，溶射粉末のキャリアガスとして窒素を用いた反
応溶射を行い， TiAl 皮膜中に Ti2AIN を含有した窒化物分散型複合皮膜が形成できることを示している。
以上のように本論文は，これまで大気プラズマ溶射と異なる個別のプロセスとして取り扱うことなく実施されてい
た減圧プラズマ溶射を，予熱工程・逆極性移行アーク処理工程・溶射工程の皮膜形成過程に関する新たな知見に基づ
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いて効果的に適用することにより，溶射皮膜の高品質化とともに新規な機能を有する皮膜の創製を可能としたもので
あり，その成果は生産加工工学，溶射工学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価値
のあるものと認める。
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